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（開会）　　　１３：４０　　　　（閉会）１５：３０

	開催場所
	桶川東中学校　会議室

	出席者氏名（委員）
	浅野　貞雄　委員長、　山平 米男　委員、
中村 文雄　委員、上 佐良　委員、　高倉 洋子　委員、　岡 和美　委員、
杉原 美和　委員、　髙瀬 寛明　委員、　家德 丈夫　校長

	欠席者氏名
	　中村 文雄　委員

	傍聴者
	０　名

	議題
	（１）前期学校評価について

	
	協議概要
	意見の概要

	
	（１）学校経営







（２）学校評価（前期）























（３）校訓について
	・今年度、生徒会執行部役員生徒への感謝状を授与する。
・学校ごとに地域性がでるが、コミュニティの中心的な場所が学校になる。
・コロナ禍ではあるが、中学校生活においては、生徒
一人一人によい学校生活となってほしい。
・課題がない学校はないがよりよい桶川東中学校にし
なければならない。
・今後もHP更新から、地域への発信力を高めていく。
・地域、保護者、生徒、教員との信頼関係構築をすす
めていく。
・いじめのない学校として、教育活動、生徒指導や教
育相談の充実に努めていく。
・端末の導入に伴い、教材が充実している。
・中学生にあうバランスの取れた食事と生活リズムの生活について、食育指導を進めてほしい。
・教員が教育活動を評価する際、平均になりがちだが、意識して高い評価になるように教育課程を担うべきである。
・学校評価の項目を変えることも必要である。学校教育目標、学年等を考えて、項目を見直す。組織、運営、指導等答えを出しやすい具体性も入れていく。
・学校評価は、今後の教育活動に生かす評価としていく。
・評価から、委員が助言したり手伝ったりすることは何かも考えたコミュニティスクールを成立させていく。
・生徒、教員の挨拶がよい。教員同士でのよりよい振る舞いが、生徒にも感化されていく。
・教材を充実させるために、市へ要望して予算を付けていくことも必要。併せて、PTAとしてベルマークの回収も検討できうる。
・５０周年のスローガンを引き継ぐ。
・校訓の決定については再考を重ねて提案していく。

	配付資料
	（１）埼玉県地域学校協働活動情報通信










